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逸

芭
蕉
元
禄
事
業
　
　
奥
の
細
道
む
す
び
の
地
「
大
垣
」
十
六
万
市
民
俳
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ポ
ス
ト
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者
　
　
名
和
　
永
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平
成
三
十
年
七
月
度
　
入
選
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　 （
投
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総
数
三
千
五
百
三
十
句
　
・
　
一
般
投
句
数
七
百
七
句
）

裏
木
戸
を
引
け
ば
入
梅
の
重
さ
か
な

養
老
郡
養
老
町

田
中

　
秀

草

紫
陽
花
や
嫁
い
だ
土
地
に
染
ま
り
け
り
　

大
垣
市

吉
田
　
て
る
み

手
毬

花
謎

を
包

み
し
重

さ
か
な
　

養
老
郡
養
老
町

山
田
　
順
子

更
衣

膝
小

僧
に
も
き

づ
の
あ

と
　

不
破
郡
垂
井
町

中
西
　
弘
子

三
成

の
本

陣
居

城
梅

雨
の

城
　

愛
知
県
岡
崎
市

荻
野
　
豊
一

夏
蝶
の
ワ
ル
ツ
で
も
タ
ン
ゴ
で
も
な
く
　

不
破
郡
垂
井
町

北
村
　
廣
美

飲
み
干
し
て
ラ
ム
ネ
の
瓶
の
音
澄
め
り
　

大
垣
市

田
口
　
貞
善

挨
拶

に
合

わ
せ
て
傾

ぐ
白

日
傘

　
揖
斐
郡
池
田
町

木
塚
　
し
ょ
う

蜜
豆
や
取
る
に
足
り
な
い
愚
痴
を
聞
く
　

兵
庫
県
神
戸
市

岸
下
　
庄
二

青
田
波
見
る
や
大
地
の
息
吹
き
か
な
　

三
重
県
四
日
市
市

藤
田
　
勝
民

火
蛾
む
く
ろ
夜
べ
の
ひ
と
言
ご
破
算
に
　

大
阪
府
堺
市

椋
本
　
望
生

　
「
お
や
」
と
思
わ
れ
た
人
が
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
中
八
「
引
け
ば
入
梅
の
」
は
「
ひ
け
ば
つ
い
り
の
」
と
読
み
ま

す
。
「
入
梅
」
は
「
つ
ゆ
い
り
」
を
短
く
「
つ
い
り
」
と
読
み
替
え
ま
す
。
俳
句
で
は
こ
う
し
た
読
み
替
え
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
韻
を
大
切
に
す
る
た
め
で
す
。

　
さ
て
、
こ
の
句
は
「
梅
雨
の
湿
気
の
多
さ
」
に
よ
っ
て
「
裏
木
戸
」
が
重
く
な
っ
た
と
、
実
感
を
詠
ん
で
い
ま
す
。

同
時
に
、
梅
雨
に
入
っ
て
「
気
が
重
く
な
る
」
こ
と
も
同
時
に
詠
ま
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
実
際
に
、
梅
雨
入
り

と
聞
く
と
、
じ
め
じ
め
し
て
い
て
心
の
晴
れ
な
い
の
が
一
般
的
で
す
ね
。

　
「
入
梅
の
重
さ
」
の
措
辞
が
生
き
て
い
ま
す
ね
。

余
り

苗
ベ
ン
チ

温
む

球
児

た
ち

大
垣
市

久
保

田
　
悟

義

　
「
余
り
苗
」
は
、
田
植
え
の
終
わ
っ
た
田
の
隅
に
固
め
て
置
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
あ
る
程
度
苗
が
生
長
し

た
後
、
育
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
補
足
す
る
た
め
に
自
分
の
出
番
を
待
っ
て
い
る
の
で
す
。

「
余
り
苗
」
と
い
っ
て
も
決
し
て
役
に
立
た
な
い
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。
ま
た
同
じ
よ
う
に
ベ
ン
チ
を
温
め
て
い
る

選
手
達
も
、
自
分
の
出
番
を
待
っ
て
い
る
の
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
補
欠
選
手
は
「
リ
ザ
ー
ブ
」
と
い
っ
て
、
重
要
な

役
目
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。
ち
ょ
う
ど
「
余
り
苗
」
の
よ
う
に
。

夏
座
敷
の
風
と
お
る
道
ま
く
ら
置
く

東
京
都
狛
江
市

椎
野

　
一

恵

　
「
座
敷
」
は
広
々
と
し
て
、
客
間
に
も
な
り
ま
す
。
特
に
夏
は
、
お
客
様
へ
お
も
て
な
し
を
す
る
た
め
の
部
屋
で

す
か
ら
、
風
通
し
の
良
い
場
所
で
も
あ
る
の
で
す
。
そ
の
座
敷
に
「
ま
く
ら
」
を
置
く
。
お
客
様
が
い
な
い
時
に

は
、
涼
む
た
め
に
、
ま
た
、
体
を
休
め
る
た
め
に
、
風
の
通
る
道
に
ま
く
ら
を
置
く
の
で
す
。

　
「
夏
座
敷
の
」
の
上
五
は
、
六
音
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
中
七
の
「
風
と
お
る
道
」
で
切
れ
ま
す
か
ら
、
こ
こ
で
は

「
の
」
を
つ
か
っ
て
「
字
余
り
」
に
な
っ
て
も
繋
ぐ
べ
き
な
の
で
す
。
「
夏
座
敷
」
と
し
て
し
ま
う
と
、
ス
ム
ー
ズ
に
「
韻
」

が
流
れ
ま
せ
ん
。
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安
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之
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岐
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由
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思
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の
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し
走
り
梅
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も
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市
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山
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翻
意
し
て
四
葩
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よ
り
青
み
け
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岐
阜
市

堀
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美
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た
と
う
紙
に
薄
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母
の
字
合
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花
　

岐
阜
市
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湊
　
順
子

色
褪
せ
し
夏
の
れ
ん
日
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恙
な
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岐
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市
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が
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は
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抱
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安
八
郡
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町

大
槻
　
恭
子

南
風
吹
く
海
に
会
い
た
く
旅
に
出
る
　

大
垣
市

北
村
　
陽
子

ホ
タ
ル
と
ぶ
水
都
の
神
秘
水
う
ま
し
　

羽
島
市

伊
藤
　
み
さ
の

嫁
欲
し
い
美
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を
問
わ
ず
ひ
き
蛙
　

大
垣
市

宮
上
　
美
濃
留

俎
板
に
ど
ん
と
落
ち
着
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瓜
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る
　

揖
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町

木
塚
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ょ
う

万
緑
を
抜
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城
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聳
え
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大
垣
市

末
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節
子

昨
夜
の
雨
粒
ま
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海
津
市

横
井
　
美
圭

ク
レ
ー
ン
車
雲
の
峰
よ
り
荷
を
下
ろ
す
　

養
老
郡
養
老
町

田
中
　
紫
香

生
き
て
い
る
も
の
の
試
練
や
大
暑
の
日

永
山


